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近年、大気圧低温プラズマジェットの研究が盛んに行われている。ガス温度、イオ

ン温度は低温のまま電子温度のみ高温なので、熱負荷が小さく化学反応性が高いとい

う特徴がある。また、真空装置が不要で、狭い部分へのプラズマ照射が可能である。  

大気圧低温プラズマジェットは通常、1 mm 程度の太さと数 mm の長さのため、狭い

領域で空間分布が変化する。また、誘電体バリア放電の場合、数 kHz の繰返しでプ

ラズマが生成される。 

ヘリウムを用いた大気圧低温プラズマジェットにおいて、準安定な 23S 原子はプラ

ズマ維持に重要な役割を果たしている。23S 原子密度の時空間分布は、Urabe らによ

って 23S−23P 遷移のレーザー吸収分光を用いて計測されている[1]。23S−23P 遷移吸収

スペクトルの幅は主に圧力幅とドップラー幅によって決定される。圧力幅とドップラ

ー幅はともにガス温度に依存するので、ガス温度も評価可能である。  

本研究では、内径 1.8 mm のガラス管を用いた誘電体バリア放電の大気圧低温ヘリ

ウムプラズマジェットに対して、23S−23P 遷移のレーザー吸収分光計測を試みた。レ

ーザー光を 20 s で周波数掃引しつつ、放電繰返しに同期したデータを読み取ること

で、各時刻の吸収スペクトルを得た。さらにレーザー位置を変えて同様の計測を行っ

た。 

計測された吸収スペクトルの面積から 23S 原子の線積分密度を、形状解析からガス

温度を評価した。プラズマの径対称を仮定し、アーベル逆変換を行うことで 23S 原子

密度の空間分布を求めた。その空間分布の時間変化より、プラズマ先端の速度を 10 

km/s 程度と求めた。プラズマ径方向にスペクトル形状の大きな変化が見られなかっ

たため、レーザービーム上のガス温度が一定であると仮定して、ガス温度の時空間分

布を得た。各位置で吸光度がピークとなる時間にガス温度が急上昇した後、緩やかに

温度低下する傾向がみられた。 
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